
一旦ニコチン依存症になってしまうと、毎日来る日も来る日もタバコを吸わずにいられません。だか

ら、喫煙者は頻繁にタバコを購入しなければなりません。いったいタバコっていくらするか知っていま

すか。沢山の種類があって値段もいろいろなのですが、だいたい２０本入りで４５０円ぐらいです。一日

２０本吸う人なら、毎日４５０円をタバコ代に充てなければなりません。すると１ヶ月で約１３,５００円、１年

３６５日で１６４,２５０円が必要です。さらに１０年吸い続けると１６０万円以上、３０年吸い続けると５００万

円近く、タバコ代に使う計算になります。 

一本あたりにすると２０円ぐらいのものですが、毎日ですから長年吸い続けると相当な額になります。

そんな大金を払って何か良い事があるかと言うと、全くありません。それどころか３０年も吸い続ければ、

タバコが原因で病気になる人が多発します。まるで病気になるために５００万円を使うようなものです。 

 

そして、病気になってしまう

とその治療にお金がかかりま

す。その様子を示したのが下

の図なのですが、早く禁煙し

た人ほど年間の医療費が安く

なるというグラフです。 

 

「タバコを吸い始めなけれ

ばタバコ代も医療費もいらな

いのに・・・」と思わずいられま

せん。 

 

この事情を知っていれば、

わざわざタバコを吸い始める

人はいないでしょうが、知らず

に吸い始めてしまうと、もった

いない費用が発生します。 

 

タバコは吸い始めるべきで

はありませんよね。 
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